













































































































































































































































































































































































色合わせa 色合わせb 色合わせc 色合わせ．
以上の工程で、石仏修復は完rである。一目見ただけでは、どこを修復したか判断
し難いくらいの修復精度が出ていると思う。
なお、以上の工程内で、工程17～23の、樹脂による欠損部作製を通して、新たなこ
とが解った。砂の選別時に鍋で妙って砂の水分を飛ばしていたが、水分を飛ばさずに
樹脂と撹枠して、同じ手順で欠損部を作製したところ、なかなか乾かず、手で擦るだ
けで剥離してしまった。始めは少し戸惑ったが、とりあえず乾くまで天日で一週間近
く干したところ、きちんと乾いてくれた。ボソボソとしていて、かなり風化した感じ
になってでき上がった。
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仏像修復の技術的工程柳本・菊池
この方法は､石仏本体がかなり風化していたとし
ても、それにあわせた修復が可能だということを
知らせてくれる。このことから、FRPを用いた修
復技法も、使い分けることによって、クオリティ
ーを高めることができる、ということが解ったの
である。ただし、工程17の砂の選別のところで述
べた、塩との相性が悪いということについてだが、
塩水の中にFRPの練った物を入れると剥離しやす
いことから、塩分を含んだ砂（海の砂）は使用に
は適さない。コンクリートと同じく、塩分の含ま
れていない砂、もしくは洗い砂が望ましい。さら
に、工程26でみた、接着剤として使う樹脂混合物
を作る場合の砂は、必ず鍋で抄つた水分のない砂
を使わないと、接着効果が低下するので、気をつ
けなければならない。
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修復完了
水分を含んだ場合
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仏像修復の技術的工程柳本・菊池
Ⅲ今後の課題
今回の石仏修復で取り扱ったFRPは、紫外線にI直接さらされた場合、表面的な劣化
は避けられないものの、内部の劣化は抑えることができる。また、一般的に石は、風
|､ijによるいわゆる風化には極めて弱いが、FRPは、風化には非常に強い。したがって、
FRPによる修復を行った場合、いかにして修復箇所を他の部分と同じように風化させ
るか、という問題が生じてくる。すなわち、修復箇所と現存の部分との間に、風化・
劣化速度の大きなズレが生じてくるものと考えられるのである。’｣J能性としては、修
復部分だけが残ってしまうことも考えられるが、この点については、今後の研究課題
としていきたいと思う。
なお、今回の修復対象となった、文化文政時代の、文化的価値がそれほど高くない
と思われがちな仏像についても、修復可能であるならば、直していかなければならな
い。それらを直して保存していけば、その時代のものを後世に伝え残すことができる
からである。逆にいえば、それらを修復せずに放置しておいたり、新しいものに作り
変えるだけでは、その時代のものが消えて忘れ去られてしまう、ということだ。
修復せずに新しい物を作っていくだけでは、仏像を作る技術は向上するが、修復技
術は衰退していく。多様な修復技法が存在している今、その技術のすべてを習得する
のは、とてつもなく大変なことである。しかし、今日の_L業技術などには、修復に有
効なものも存在するから､従来の修復技法だけにこだわるならば、進歩はありえない。
そうした有効な工業技術を活川していくことも、必要なのである。古来の技法と新し
い技術との融合。これが、私たちに課された本質的な課題であるといえよう。
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